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自閉症状を示した障害児の学校適応に関する追跡研究V皿（1）

自閉症児の普通学級適応についての検討

佐竹　真次＊　園山　繁樹＊ 前川　久男　　小林　重雄

　幼児期に治療教育・訓練を受けた後小学校普通学級に入学し，その後中学校普通学級に入学した自閉症

児5名についての8年目の報告である。本研究では，主にSG式職業興味検査と教研式一般職業適性検査の

結果を検討した。その結果，1）職業興味検査においては各自がそれぞれ独特のプロフィールを示してお

り，対象児間の共通的特徴はほとんどみられなかった。2）また，職業適性検査においては，精密運動的

技能の方が知覚・認知的技能よりも低いという共通的特徴が対象児問にみられた。何らかの職種の基準に

到達できた者は，5名中3名であった。

キーワード：自閉症児　　追跡研究　　学校適応 職業興味検査　　職業適性検査

　1．間題と目的

　幼児期に治療教育・訓練（行動療法）を受けた

後，小学校普通学級に入学した自閉症児の学級適

応について，我々は1年毎にその経過を報告して

きた（板垣ほか，1979；山根ほカ），1980；板垣ほ

か，1981；園山ほか，1983；園山ほか，1984：園

山ほか，1985：佐竹ほか，1986）。これらの子ども

たちは昨年（1984）申学校普通学級に入学した。し

たがって，第8報である本報は中学校第2学年時

の報告である。

　前報（佐竹ほか，1986）では，P－Fスタディ，

母親へのインタビュー，教研式観点別到達度学力

検査（CRT）算数を実施し，その結果について報

告した。そして，P－Fスタディにおいては，1）

GCR（集団適応度）は29％から75％と範囲が広

く，個人差が大きい，2）GCRと玉Q，SQとの間に

は一定の関係はみられない，3）人や物に対する直

接的な攻撃傾向は高くない，4）寛容の精神，他

を弁護する傾向が低い，などの特徴が明らかと

なった。またCRT（算数）においては，前学年の

レベルを達成していると考えられるのは2名（A

児，C児）のみであった。

　ところで，本対象児たちはすでに中学2年生と

なり，将来の進路についてもそろそろ真剣に検討

しなければならない時期にさしかかっている。近

年，自閉症児の進路指導に対する教育的関心が高

まってきている（茨木，1986）にもかかわらず，

これまで自閉症児の進路（職業）に対する興味や

適性について詳細に論じられたことはほとんどな

かった。そこで本報では，SG式職業興味検査と教

研式一般職業適性検査の結果を中心に報告し，対

象児の進路（職業）に対する興味と適性，および

本人，親の希望・見通しとの関係を検討する。

＊心身障害学研究科

　2．方　　法
　1．調査方法
　対象児の職業に対する興味を調べるため，一連

の記述的項目に対して「好き」「嫌い」で答え興味

因子を特定化するSG式職業興味検査を，また職

業に対する適性を調べるために，一連の作業検査

（筆記検査）によって各種の職業に必要な性能が

測定される教研式一般職業適性検査を，さらに家

庭・学校での適応状況，および対象児の進路・職

業に対する親の希望・見通しを調べるために母親

へのインタビューを，加えて本人の希望・見通し

を調べるために本人へのインタビユーを実施した。

調査期問は昭和60年（1985年）8月である。

　2．対象児
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　対象児は，小林の基準（小林，1980）により自

閉症と診断され，就学前に筑波大学心身障害学系

知能障害研究室で指導を受け，昭和53年4月に小

学校普通学級に入学した5名の中学2年生（普通

学級）である。各児の概要はTab1e1にまとめて

ある。各児のアルファベット記号は前報と同一で

ある。なお，前報まで本群に属していたH児は，

本年度から中学校内の情緒障害学級に在籍するよ

うになったため，第2群で報告を担当することに

なった。

　3．結　　果
　1．職業興味検査のプロフィール

　Fig．1に，各児の職業興味検査プロフィールが

示されている。各児がそれぞれ独特のプロフィー

ルを示しており，対象児間の共通的特徴はほとん

どみられない。強いていえば，B，C，D児が「機

械や道具の操作に関連する仕事」の領域に特に高

い興味を示している程度である。

　Tab1e2には，職業興味検査による各児の各職種

に対する興味・適性が示されている。希望職種と

興味・適性との一致している者はA児とB児とD

児の3名である。

　2．一般職業遭性検査のプロフィール

　Fig．2には，一般職業適性検査における各児の

性能点プロフィールが示されている。A，D，E

児のプロフィールはよく似ており，「書記的知覚」

と「形態弁別知覚」が高い一方，「空問判断力」，

「狙準及び目と手の共応」，「手腕及び指先の運動

速度」，「指先の器用さ」，「手先の器用さ」が低く，

Table1． 対象児の概要

対 象　　　　　　児

A　　　　　　　　B D　　　　　　　　E

性別・生年月　男子1971，9

主　　訴他児と遊べない。
　　　　　　　　落ちつきがない。

　　　　　　　　指示に従えない。

生　　育　　歴　熟産。吸引分娩

　　　　　　　　生下時体重

　　　　　　　　　　　3，760g

　　　　　　　　始歩　11ヵ月

　　　　　　　　始語　9ヵ月

大学での訓練期間　　1年10ヵ月

指導経過1976，5－1977，9
　　　　　　　　　個　別

　　　　　　　　1977，6－1978，2

　　　　　　　　　小集団

　　　　　　　　1978，4一

　　　　　　　　　家庭教師

就　　　　　学

田中ビネーIQ　　　108
（ノ」・　　6　　同寺）

杜会生活能力SQ　　　　89
（ノ」・　6　　日寺）

男子　1971，7

言葉の遅れ

陣痛微弱。早期

破水。吸引分娩

生下時体重

　　　3，140g

黄疸が強かった

始語　12ヵ月

2年5ヵ月

1975，10－1977，9

　個　別

1977，6－1978，2

　小集団

1978，4－1982，3

　家庭教師

71

98

男子　1972，2　　男子　1970，11　女子　1972，2

他児と遊べない。言葉の遅れ。落　言葉の遅れ。ひ

　　　　　　　　ちつきがない。　とり遊びが多い。

熟産。正常分娩

始歩　11ヵ月

始語　17ヵ月

1年8ヵ月

1977，5－1978，2

　個　別

1978，1－1978，12

　小集団

1978，4－1983，3

家庭教師

熟産。正常分娩

生下時体重

　　　2，800g

始歩　11ヵ月

始語　12ヵ月

2年4ヵ月

1975，1！－1977，2

　個　別

1977，6－1978，2

　小集団

1978，4－1984，3

　家庭教師

1年猶予

91　　　　　　　　68

84　　　　　　　　80

熟産。早期破水

生下時体重

　　　3，200g

始歩　10ヵ月

始語　42ヵ月

1年10ヵ月

1976，5－1977，9

　個　別

1977，6－1978，2

　小集団

1978，4

　家庭教師

情緒障害児学級

に5年まで通級。

普通学級では1

年時のみ介助員

がつく。

　　109

104
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とりわけ「狙準及び目と手の共応」は著しく低い。

C児のプロフィールも前3者のそれに近いが，し

かし「空問判断力」は低くない。B児のプロフィー

ルは全体的に低く，申でも「狙準及び目と手の共

応」はもっとも低い。

　Tab1e3には，一般職業適性検査による各児の適

職判定が示されている。適職ありと判定された者

はA，C，E児の3名のみであり，B，D児はい
ずれの職種の基準にも到達しなかった。またA，

C，E児に共通している適職は「分類・文書・簡

易書記的作業」であり，C，E児に共通している

適職は「各種の検査作業」であった。

Tab1e2、 職業興味検査による各児の興味・適性

対　　　象　　　児

A　　　　　B C　　　　　D

職 種
希望

適性
希望

適性
希望

適性
希望

遭性
希望

順位 順位 順位 順位 順位
遭性

一般事務系 21◎ 1
1
1
1

1
1
◎
一

1
1
1
I

■
■
l
l

技術事務系
■
■
1

1
1
1

l1◎ ■
■
■

1
1
■

1
，
』
■

企画・制作系
＝

1
■
■

1
1
1

一
1
1
1

■
l
l
l

文科系専門職
1
◎
1

一
1
1
，

1
■
■

』
■
■
1

I
l
I
』

対人折衝系
1
■
■
1

■
■
1

1
－
1

1
1
1
I

■
■
l
l

1
1
1

＝

販　売　系 1◎ ＝
1
■
■
■

l
I
’

2i　■

奉　仕　系
一
1
0
1

■
■
■
1 1

1
一

1
1
1

l
l
l
l技　芸　系

　＝11 　＝11

■
■
1

1
1
I
■

　；11

■
■
1
’

■
一
1
1

＝

戸外・自然系
1
1
一

＝

1
1
I
，

1◎ 1◎

機械技術系 ■
I
1
1

21◎　1

1
◎
1 　1110 ■

一
1
1

理科系専門職
1
：
◎
■

1
1
◎
一

’
■
■

＝

l
l
l
一

1 ■

◎　特に適する

○適する

　3．母親へのインタビュー

　Table4は母親へのインタビューの結果をまと

めたものである。項目には，家庭生活に関するこ

と，学校生活に関すること，将来に関すること，

地域生活に関することの4点を選んだ。

　41本人へのインタビュー

　Tab1e5は本人へのインタビューの結果をまと

めたものである。項目には，中学を卒業したあと

のこと，将来の職業についての2点を選んだ。

Tab1e3． 一般職業適性検査による各児の適職判定

対象児

　4．考　　察
　1．職業興味検査の結果について

　職業興味検査結果においては各児が独特のプロ

フィーノレを示しており，共通的特徴はほとんどみ

られなかった。このことは，興味といわれるもの

が，自閉的特徴とはまったく独立した状態で長い

年月にわたって形作られるものであることを示唆

する。

適職項目　　ABCDE
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10

会計及び書記的作業

計数・記録作業

分類・文書・簡易書記的作業

単純計算作業

販売作業

電気・機械等技術作業

図案・美術写真等作業

ラジオ修理等単純電工作業

タイプ印刷関係作業

自動車修理等燃焼機関作業

11設計・製図作業

12各種の検査作業

13建築・木工関係作業

14　部品組立・修理作業

15研磨・道具仕上作業

16紡績等単純機械作業

O　　O　　O

O　　　O
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　　　　　低い
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仕
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械
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ふつつ一→局い50　　　60　　　70　　　80　　　90　　　99

　左のプロフィールのように，

「文章を書いたり，読んだりす

る仕事」「対人折衝や販売活動

を行う仕事」「速さや正確さを

必要とする規則的，事務的な仕

事」の領域に，特に高い興味を

示している。

　興味傾向を全般的にみると，

文科系・理科系どちらともいえ
ない。

Fig．1－1．A児の職業興味検査プロフイール

　　　　　ふつっ　　　　　　　　　高い　　　左のフロフィールのよっに，

30　40　50　60　70　80　90　99　　「機械や道具の操作に関連する

Fig．1－2．

仕事」「自然科学分野での研究

や研究補助的な仕事」の領域に，

特に高い興味を示している。ま

た，　「社会のため，人々のため

に援助や奉仕を行う仕事」の領、

域に，他の領域と比べて興味を

示している。

　興味傾向を全般的にみると，

理科系に高いといえる。

B児の職業興味検査プロフィール

　　　　　低い
｛パーセンタイル〕1

文

書

説

奉

戸

機
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術

学

記
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仕

外

械

学
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Fig．1－3．

99

　左のプロフィールのように，

「自然科学分野での研究や研究

補助的な仕事」「機械や道具の

操作に関連する仕事」の領域に，

特に高い興味を示している。ま

た，「速さや正確さを必要とす

る規則的，事務的な仕事」の領
域に，高い興味を’示している。

　興味傾向を全般的にみると，

理科系に高いといえる。

C児の職業興味検査プロフィール

　　　　　低い≒ふつつ一一一一一一、→局い
（パーセンタイル〕1　　　10　　　20　　　30　　　40　　　50　　　60　　　70　　　80　　　90　　　99

文

書

説

奉

戸

機

科

術

学

記

得

仕

外

械

学

Fig．1－4．

　左のプロフィールのように，

「機械や道具の操作に関連する

仕事」の領域に，特に高い興味

を示している。また，　「戸外で

行ったり，自然を対象とする仕

事」の領域に，比較的興味を示
している。

　興味傾向を全般的にみると，

文科系・理科系どちらともいえ
ない。

D児の職業興味検査プロフィール

　　　　　低い←小つつ十高い｛パーセンタイル〕1　　　10　　　20　　　30　　　40　　　50　　　60　　　70　　　80　　　90　　　gg

文

書

説

奉

戸

機

科

術

学

記

得

仕

外

械

学

Fig．1－5．

　左のプロフィールのように，

「戸外で行ったり、自然を対象

とする仕事」「自然科学分野で

の研究や研究補助的な仕事」の

領域に，特に高い興味を示して
いる。

　興味傾向を全般的にみると，

文科系・理科系どちらともいえ
ない。

E児の職業興味検査プロフィール
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一般知能

書記的知覚

空問判断力

形態弁別知覚

狙準，目・手共応

手腕・指先運動速度

指先の器用さ

手先の器用さ

　　　　　　　　　B　　　　　　　　D　　EA　　C

　　　　　　　　　0＼＼。べ茜
　　　　　　　　　口く／、ζ一

　　　　　　　　　　　＼　　　　　’4畠≡≡挑
　　　　．．！て二ニニ＝．三多ノニ

、二1奪ミ、、
　　　　　　　　　　　＼　　　　　＼
　　　　　　　。／憲／1△

性能点　0　102030405060708090
　　　　　　　　Fig．2．一般職業適性検査性能点プロフィール

ユO0　　　1ユ0　　120　　ユ30

Tab1e5． 本人へのインタビュー結果

対象児　　　　　　A B C D E
1．a．中学を出たら 専門学校（電気か自 まだ考えていない。 高校へ行く。 高校に入る。

どうするか　　　高校の普通科に入る。 動車か調理の）に入

る。

b、なぜそうする　（なぜ普通科かと問 家で料理しているか 友だちがいっぱいい すぐ職業をもつなど

のか　　　　　われて）その教科ば ら。ステレオ，車も るから。 ということは考えて

かリにこっていると 好きになったから。 いないから。

そればかりに夢中に

なるから，全部履修

した方がよい。

2・a・どういう麟俳優か会社員　　につきたいか

シミズ興業のトラッ まだ考えていない。 畳屋，テニスコーチ 特にこれをやりたい

クの運送 とは考えていない。

b．なぜそれにな　小五のころからせり お父さんがやってい （畳屋が）近くにある

りたいか　　　　ふを見て言えてきた。 たから。 から。

18歳になったら免許 一わからない。

をとる。4トン車
（ターポ車，4，500万）

を買う。

　2．一般職業適性検査の結果にっいて

　職業興味検査とは異なり，職業適性検査結果に

おいては各児がほぼ共通の傾向を示した。すなわ

ち，C児以外の4人では「空間判断力」が著しく

低く，また5人全員において「狙準及び目と手の

共応」がさらに顕著にイ専いという傾向である。こ

れらは他の項目に比べて，より正確な視覚的認知

機能を要するスキルであると思われるが，このよ

うな特徴は，近年指摘されるようになってきた自

閉症児における眼球運動の障害（本城，1981）と

も関連があるように思われる。さらに「空間判断

力」を除く知覚・認知的項目（「一般知能」，「書記

的知覚」，「形態弁別知覚」）よりも精密運動的項目

（「狙準及び目と手の共応」，「手腕及び指先の運動

速度」，「指先の器用さ」，「手先の器用さ」），の方

が明らかに低いという傾向がB児以外の4人にみ

られた。このことは，将来の職業選択の幅を広げ

るためには，精密運動に関する訓練も必要である

ことを示唆している。

　3．各自における考察

　a．A児の希望職種の順位は，「技芸系」が1

位，「一般事務系」が2位となっている（Tab1e

2）。これは，本児が俳優か会杜員になりたいと答

えているためである（Tab1e5）。職業興味検査に

おいては「一般事務系」，「文科系専門職」，「販売

系」に「特に適する」となっており，「奉仕系」に

一30一



「適する」となっている。希望と興味・適性が一

致している職種は「一般事務系」のみである

（Tab1e2）。一方，一般職業適性検査においては

「分類・文書・簡易書記的作業」が適職となって

いる（Tab1e3）。これらのことから，A児は一般

事務系のうちでも分類や文書整理，簡単な書記な

どの作業にならば適していると思われる。

　中学卒業後は，本人も母親も高校への進学を希

望している。（Table4，5）。A児は知能において

も学力においても，生活年齢と同等のレベルにあ

るから，これはほぼ妥当な意見といえよう。親は

本児の大学進学，興味に合った就職を望んでおり

ながら，それが困難である場合の店経営などの次

善策も考えており，かなり積極的にしかも現実的

に本児の将来を見通そうとしている様子がうかが

われる。しかしながら，反応が遅く行動に移るの

に時問を要することや，他人との交流の不得手な

ど，親が心配していることも多い。

　前報では，A児が「いじめ」の対象となる危険

性について報じたが，現在までのところそのよう

な事態に陥ることなく到っている。

　b．B児の希望職種の順位は，「技芸系」が1

位，「機械技術系」が2位となっている（Tab1e

2）。これは，本児が調理か自動車整備の専門学校

に入りたいと答えたためである。また，つきたい

職業として父親と同じトラック運送をも上げてい

る（Table5）。職業興味検査においては「機械技

術系」，「理科系専門職」に「特に適する」となっ

ている。希望と興味・適性が一致している職種は

「機械技術系」のみである（Tab1e2）。一方，一

般職業適性検査においてはいずれの職種の基準に

も到達していない（Table3）。しかもプロフィー

ルをみると，B児の性能点は他の4児に比べて全

体的にかなり低い（Fig．2）。これらのことから，

B児には知覚・認知的スキルや精密運動的スキル

の全般にわたる訓練がさらに必要であると思われ

る。

　中学卒業後は，本人も母親も基本的には専門学

校への進学を希望している。本人は電気か自動車

か調理の専門学校を考えているが（Table5），こ

れは趣味や時々行う料理の手伝いなどにもとづい

ていると思われる（Tab1e4）。B児は，前報でも

指摘されたように，対人関係面での発達が良好で

ある。親は彼の性格を「神経が細くやさしい」と

理解しており，あまり無理をさせずその性格をそ

のまま伸ばしてやりたいと考えている。専門学校

卒業後あるいは専門学校に入学できなかった場合

の次善策として，父親の仕事（舞台装置の運送）

を手伝わせることを考えるなど，現実的な見通し

の姿勢もうかがわれる（Tab1e4）。

　c．C児は希望職種についてまだ考えていない

と答えた。職業興味検査においては「一般事務

系」，「技術事務系」，「機械技術系」，「理化系専門

職」に「特に適する」となっている（Tab1e2）。

一方，一般職業適性検査においては「分類・文書・

簡易書記的作業」，「図案・美術写真等作業」，「各

種の検査作業」が適職となっている（Table3）。

これらのこ．とから，C児は比較的単純な作業であ

れば，ある程度広い範囲から職業選択できる可能

」性を持っているといえよう。

　中学卒業後のことについて本人はまだ考えてい

ないと答えているが，母親は高校か職業訓練校を

考えている。C児はIQが91（Tab1e1）で，また

前報の中学1年時の算数到達度学力検査（CRT）

において前学年（小学6年）のレベルを達成して

いたことから，現時点では母親の意見はほぼ妥当

であると思われる。ただし，高校や職業訓練校卒

業後，あるいはこれらに入学できなかった場合の

見通しはまだ立っていないようである。

　d．D児の希望職種は「機械技術系」となって

いる（Tab1e2）。これは本児が畳屋になりたいと

答えているためである（Tab1e5）。近所に畳屋が

あり，そこのおじさんが本児を可愛がってくれて

いるということである（Tab1e4）。職業興味検査

においては「戸外・自然系」に「特に適する」と

なっており，「機械技術系」に「適する」となって

いる。希望と興味・適性が一致している職種は「機

械技術系」のみである（Tab1e2）。一方，一般職

業適性検査においてはいずれの職種の基準にも到

達していない（Tab1e3）。プロフイールをみると，

D児の性能点はA，C，E児に比べて「一般知
能」，「狙準及び目と手の共応」，「指先の器用さ」

において低く，D児にはこれらのスキルの訓練が

さらに必要であると思われる。

　中学卒業後は，本人も母親も高校への進学を希

望している（Table4，5）。D児はIQが68（Tab1e

1）で，また前報の中学1年時の算数到達度学力検

査（CTR）において前学年（小学6年）のレベル

を達成していなかったことから，高校への入学に

は相当な困難が伴うものと思われる。本人は将来

一31一



畳屋になりたいと言っているが，はたして本当に

畳職人になれる素質を持っているかどうかは不明

である。高校卒業後あるいは高校に入学できな

かった場合の次善策として，家業の運送屋を弟に

継いでもらってそれを本児に手伝わせることなど，

現実的な見通しの姿勢もうかがわれる（Table
4）。

　e．E児の希望職種の順位は，「技芸系」が1

位，「販売系」が2位となっている（Tab1e2）。こ

れは，本児が職業興味検査用紙の質問項目に，第

1希望が手芸，第2希望が手芸店と答えているた

めである。職業興味検査においては「戸外・自然

系」に「特に適する」となっている。希望と興味・

適性が一致している職種はみられない（Tab1e

2）。しかし，本児は手芸を趣味としており，ぬい

ぐるみなどを多数自作していることから，上記の

ような希望が出てきたと思われるし，また本児は

花木作りなど，園芸にも関心を持っていることか

ら，上記のような「戸外・自然系」に対する興味・

適性が表示されたものと思われる。一方，一般職

業適性検査においては「分類・文書・簡易書記的

作業」，「各種の検査作業」が適職となっている

（Tab1e3）。これらのことから，職業に関する希

望と興味・適性と技能的適性との問には一貫性が

みられず，今後方向づけのなされることが必要で

あると思われる。

　中学卒業後は，本人も母親も高校への進学を希

望している（Tab1e4，5）。E児は知能においても

社会生活能力においても，生活年齢と同等のレベ

ノレにあるから（前報参照），これはほぼ妥当な意見

といえよう。ただし，前報の中学ユ年時の算数到

達度学力検査（CRT）において前学年（小学6年）

のレベルを十分に達成していなかったことが気が

かりである。また，高校に入学できなかった場合

の見通しはまだ立っていないようである。

　今回の調査では，すでに中学2年生となり，進

路の問題も切実になりつつある対象児たちの，進

路・職業に対する興味・適性について，検査やイ

ンタビューを用いて検討した。そして，職業興味

検査においては各児が独自の傾向を示し，共通的

特徴がほとんどみられないこと，また職業適性検

査においては，知覚・認知的技能よりも精密運動

的技能の方が低いという共通的傾向がみられるこ

となどが明らかにされた。さらに対象児ごとに，

職業に対する希望，興味，技能的適性，中学卒業

後の進路希望などについて考察した。今後は，こ

れらの結果を参考にして，各児に適切な進路・職

業の選択を検討していく必要があると思われる。
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Summary 

The Follow-up studies on School Adjustment of Handicapped Children 

with Autistic Symptoms Vlll (1) 

On Autistic Children in Regular Class 

Shinji Satake Shigeki Sonoyama Hrsao Maekawa Shigeo Kobayashi 

 

This is the eighth year report on the follow-up study of five autistic children with relatively 

high intelligence who are enrolled in the regular ar second year of junior high school . 

In the present study , their scores in the Occupational Interest Test and the Occupational 

Aptitude Test were examined. The following were identified: 1) No common characteristic 

was found among the subjects, and each showed his/her specific profile in the Occupational 

Interest Test; 2) On the other hand, a common characteristic was found among the subjects, 

that is, coordinated fine motor skills were considerably inferior to perceptual and cognitive 

skills in the Occupational Aptitude Test. Three subjects out of the five reached the criteria for 

only a few occupations. 

Key word: autistic children, follow-up study, school adjustment, Occupational Interest 

Test, Occupational Aptitude Test 
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